
国立大学法人　岩手大学

第 ４ 期事業年度  （平成１９年度）

決　算　報　告　書

自　平成１９年　４月　１日
至　平成２０年　３月３１日



（単位：百万円）

予　算　額 決　算　額
差　　額

（決算－予算）
備　　考

収　　入

運営費交付金 7,610 7,610 0 （注１）

施設整備費補助金 663 679 15 （注２）

補助金等収入 30 59 29 （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 42 42 0

自己収入 3,814 3,801 -13

授業料、入学料及び検定料収入 3,642 3,616 -26 （注４）

雑収入 171 184 13 （注５）

819 1,018 200 （注６）

目的積立金取崩 0 128 128 （注７）

12,978 13,338 360

支　　出

業務費 7,995 7,998 4 （注８）

教育研究経費 7,995 7,998 4

一般管理費 3,429 3,103 -326

施設整備費 705 721 15 （注９）

補助金等 30 59 29 （注10）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 819 1,048 229 （注11）

12,978 12,929 -48

0 408 408

○予算と決算の差異について

（注１）

（注２） 国からの補正予算により施設整備費が措置されたため、１５百万円多額となっています。

（注３）

（注４）

（注５） 雑収入については、受取利息の増収等により、予算金額に比して決算金額が１３百万円多額となっています。

（注６）

（注７）

（注８）

（注９） （注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が１５百万円多額となってます。
（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２９百万円多額となっています。

（注６）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２２９百万円多額となっています。（注11）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託事業の獲得に努めたため、また、科学研究費補助金
間接経費の対象種目が広がったことに伴い、予算金額に比して決算金額が２００百万円多額となっています。

（注10）

運営費交付金収入については、平成１９年度収入額７，６０８百万円、前年度よりの繰越額２百万円となってい
ます。

目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかったが、年度途中において事業を計画し実施しした
ため、予算金額に比して決算金額が１２８百万円多額となっています。

業務費については、一般管理費において経費の節減に努めたため、予算金額に比して決算金額が３２６百万円
少額となっています。一方、教育研究経費において一般管理費の節減分を教育研究の活性化に充てたため、
予算金額に比して決算金額が４百万円多額となっています。

補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の獲得に努めたため、予算金
額に比して決算金額が２９百万円多額となっています。

授業料、入学料及び検定料収入については、平成１９年度入学者に係る授業料の前納分が予定以上に多かっ
たことなどにより、予算金額に比して決算金額が２６百万円少額となっています。
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